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アジェンダ

1. 地球温暖化が極端な災害の頻度と重大度にどのように影響するかを理解するために行った作業

2. 短期～中期の気候変化の信号をどのように定量化し、CAT(極端な災害リスク）にさらされた再保険協
約のコストにどう組み込んだか

3. ケーススタディ：観察およびモデル化されたトレンドを再保険のプライシングおよび再保険購入にどのように
組み込むことができるか
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はじめに
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1. 気候変動はSCORとって重要なトピックです
2020気候レポート

2021投資者向け資料

プレスリリース：SCORはNZIAを共同で提唱し、段階的な石炭関連の投資から撤退することで、気候変動のリーダーシップを強化しています。
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2. 私たちのモデリングは、沢山の専門家の知識と最新の技術を活用しています

 損害保険のモデリングとプライシングに専念し、リスクと引受部門から
自律的に作業する100人以上の専門家:
− SCORのグローバル損害再保険人員の約10%
− アジアパシフィック地域、アメリカ地域、EMEA地域に拠点を置く
− 60%はプライシングアクチュアリー
− 40%はCAT災害リスクの専門家（地球物理学的ハザードに
関する20人以上の博士号取得者）

 風による災害、地震、洪水に関する専門知識を備えたR&D研究
開発部門：
− 実際のCAT災害から学んだ科学的発見と教訓に照らし、モデ
ルの定期的なレビュー

− モデル調整によるリスクの社内知見の形成と改善、
− 学界との情報交換

 利用可能な最高のモデリング技術を活用

 マルチモデルフレームワークにより、比較とベンチマーキングが可能：
− 自然災害モデル： RMS, AIR, AON / IFなど
− SCORモデル：市場のモデルが弱い/存在しない場合=>完全
にカバー

− 過去のデータ: 保険金請求と地球物理学的データ
− 外部専門業者ベンダーのツールによる作業以上のもの

 全世界で一貫したプロセスによって管理される単一のプライシングシ
ステム：
− グローバルなガイドライン
− ローカル用の手引き
− 変更に対するガバナンス

専任の人員 最高のモデル達、単一システム
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3.研究および専門知識と技術から学んだことはクライアント向けの出版物を通じて共有しています
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4. 気候変動に関する産業界の取り組みに積極的に取り組んでいます
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1. 損害再保険部門の内
部モデルにおけるCat 災害

リスク
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気候リスクの評価は、SCOR内部資本モデルの一部です
内部モデル

コアシステム
インプット

計算システム

法人ビュー

リスクビュー

業績ビュー

レポートバリュエーション

バランスシートモデ
ル

リスク配分

キャッシュフロー

生命再保険

損害再保険

投資

OBSI

シナリオ ジェネレータ

依存

経済リスク

損害再保険リスク

生命再保険リスク

信用リスク

オペレーションリスク

損害再保険準備金

自然災害 モデリング

損害再保険プライシング

特殊保険モデリング

生命再保険
バリュエーション

NORMA

生命再保険リスク因子
較正モデル

内部資本モデル(ICM)

自然災害モデリングは、SCORの内部モデルに入力するシステムの一つです。 SCORのリスクプロファイルに基づいて、自然災害による損失をカ
バーします。 自然災害モデルがカバーする範囲は、SCOR損害再保険部門の財物に関するビジネスになります。つまり、損害再保険と特殊保
険の両方です。 対象となる災害は、熱帯台風、地震、温帯台風、洪水、対流性暴風雨、干ばつ、雪圧、火山、野火、冬季暴風雨、およびそ
の他の災害になります。
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気候リスクのコストに関する計算

1年の期間にわたる将来のクレームコストを見積もっているため、モデリン
グに気候変動を組み込むことは次のことを意味します：
➢ モデルが現在の気候にうまく適合していることを確認し、
➢ それが堅固な場合は、短期的なトレンドを考慮に入れます

次の方法で上記を実現します：

1. 確率的Catモデルを使用します。これには、過去の損害記録では実
際には観察されなかったが理論的に説得力のある災害に関する豊
富な分布が含まれています。

2. 外部の専門業者によってモデル化されたハザードが、最新の観察か
ら実際に観察できたことを反映していることを確認する

3. クライアントの損害状況を反映させるため、必要に応じて新たなトレンド（例えば、より多くの雨を伴うあるいはより激しいハリケーンなど）を考慮して、毎年損
失曲線を調整します。



11

2. 気候変動
フレームワーク
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SCORシナリオ分析フレームワーク
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Step 1: 科学的レビュー “Scientific review”

1.科学論文や業界レポートをレビューし、組織内にモデリングや地球科学の専門知識がある場
合はそれを活用します。

2.CATのモデリングを行っているベンダー、業界の専門家、科学者などと社内外で連携します。
3.自社のポートフォリオにとって重要な危険と地域からスタートします。
4.選択した危険・地域の災害モデルのベースラインハザードを評価します。

Step 2: シナリオの決定 “Define scenarios”

1.強いコンセンサスを有し、損害感度が高い気候シグナルは、意思決定に最も有用です。損
害感応度が低いシグナルは、比較可能性の観点から有用です。コンセンサスがほとんどな
いシグナルは重要度が低いですが、起こりうる影響の範囲を理解することに役立ちます。

2.多すぎず、少なすぎず：影響の範囲を評価し、見解を形成するのに十分な数であり、ス
テークホルダーを圧倒するほどの数ではないことが望ましいです。

3.共通の仮定での比較可能性
4.観測されたトレンドと気候モデルの予測を基にした、あるいはブレンドしたシナリオであれば、
より強固なものとなります（⇒より短い期間の予測としての使用が容易）。
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SCORシナリオ分析フレームワーク
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Step 3: シナリオの実行 “Implement scenarios”

1.シナリオを実行する前に、システムの制約条件を理解することは重要です。
2.自動化されたシステムベースのアプローチにより、科学的理解の進展に応じてアップデートする
ことができる再現性のあるソリューションが可能になります。

Step 4: 意思決定へのリンク “Link to decision-making”

1.重要なビジネス上の意思決定にリンクさせます。
a. リスク選好度と許容範囲の設定
b. アンダーライティング・プランの回復力
c. 再保険/再々保険の購入
d. 自然災害のコスト計算
e. アンダーライティングT&C
f. エクスポージャー管理
g. 内部モデルのキャリブレーション

新たな大災害、新たな科学的証拠、新規/アップデートされた大災害モデル、社内システムの更
新などから得られた知見をもとに、シナリオ分析の基礎となるプロセスや手法を再検討し、手法や
結果をアップデートしていきます。

Step 5: モニタリング “Monitor”
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熱帯性サイクロン

温帯性サイクロン

対流ストーム

洪水

干ばつ

森林火災

米国

ヨーロッパ

日本

英国

インド

ブラジル

中国

トルコ

海面上昇 降雨による洪水

頻度の変化

暴風雨の軌道変化

河川の氾濫頻度

森林火災による焼失
面積の増加

浸水面積

激しさの変化

暴風雨が
上陸する割合

保険の対象となるリスク

霜

地域 調査したシグナル

フレームワークの導入 - SCORのケーススタディ
包括的な文献調査に基づく作業範囲
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プロパティー・キャット

シナリオの詳細

1. シナリオとは、ある地域の危険を、人為的に強めることです。これは、所定の時間軸において、モデル化された頻度や深刻度を変更することによって反映されます。

2. シナリオの意味は、明確に伝えられなければなりません。単なる予想にすぎないのか、それとも、気候のトレンドやすでにコンセンサスがある気候気候モデルの予測を外挿することで得られ
たもっと厳密な予測なのでしょうか？。あるいは、むしろ、さまざまな見解をまとめたいろいろな結果の中からもっとも説得力のある結果の一つということなのでしょうか？一つの説得力のあ
る結果として作成されたシナリオは、それが厳密な予測として解釈されてしまうこともあり、意思決定者に誤解を与えてしまう可能性があります。

3. すべてのシナリオは、一貫して、産業革命前の気温に対する世界平均気温の上昇に基づいています。2020-2030年の気温上昇は、1850-1900年と比較して[0.95°C:1.2°C]、
つまり2010-2020年と比較して約0.2℃上昇すると想定しています。2020-2030年は、5-10年の時間軸をターゲットにしたシナリオとして選択しました。

4. RCP4.5（代表濃度経路シナリオの中位安定化シナリオ）は、2020-2030年の期間における影響を定量化するための基礎として用いられています。

5. シナリオは、観測されたトレンドの外挿と気候モデルによるハザードパラメータの予測の両方に基づいて、特定の地域の危機に対する災害モデルの1つまたは複数のハザードパラメータを
調整することで実施されます。

6. 気候モデルの予測はより長期的なものであるため、我々は時間軸に合わせて（線形に）調整します。例えば、50年間で25％の増加は、今後10年間で5％の増加として実施され
ます。これはラフではありますが、利用可能な科学とビジネスの時間軸を考慮すると現実的です。私たちは、アンサンブル気候モデルの研究によって、より短期的な計画に適した短い時
間軸での予測が発表されることを期待しています（また積極的に提唱していきます）。

7. いくつかのシナリオでは、時間に依存しないアプローチを採用しました。例えば、あるハザードパラメータ（ハリケーンによる降雨量など）が1℃の温暖化で17％増加すると予想される場
合、10年間で0.2℃増加すると仮定して、3.4％の増加を実施しました。

8. 財物シナリオでは、アンダーライティングの変更、建物ストックの回復力、海・川の防御力、保険対象となるエクスポージャーなどの緩和効果は考慮していません。農業分野のシナリオで
は、技術の向上を考慮しています。今後の研究では、これらの進歩を考慮することが可能です。

9. 一定エクスポージャーのベースライン・ポートフォリオは、2020年7月1日時点の損保ジャパンのプロパティ・キャットおよびアグリの保有ポートフォリオを使用しています。

シナリオの意味は、分析のユーザーにとって明確である必要があります。
結果を比較できるようにするためには、シナリオ間で前提条件を統一する必要があります。
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ケーススタディ - 日本の台風リスク

本研究では、シナリオインパクト分析に使用するのに十分な明確さと重大さを備えた4つのシ
グナルを取り上げました。

1. 海面変動による高潮の深刻度の上昇（リスクではありませんでした!)
• 西海岸では年間2mmの減少
• 東海岸では年間0.5mmの増加

2. 降雨量の増加による内陸部の洪水被害の拡大
• 降雨率の平均的な増加（10 年で 2%程度）とハリケーンの進行速度の低下が相まって、イベント
ごとの累積降雨量の増加につながります。

3. 風の強さが増加し、上陸する Cat4-5 系のハリケーンの割合が増加
• 2つのシナリオを実施し、Cat4-5のハリケーンが上陸する割合をそれぞれ4.4％、5.5％に変更しました。

4. 暴風雨の軌道の変化により上陸率が変化し、高緯度地域において建築設計基準で想定されてい
る以上の被害を受ける危険性
• 最大強度（LMI）の平均緯度を0.5％、2.5％、5％増加させるという3つのシナリオを実施。

Storm surge

Precipitation Flooding

Wind
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ケーススタディ CatXLのインパクトと意思決定へのリンク

 影響は、現在のエクスポージャーに基づいて、この10年間に起こりうるものを示しています。
 4つのシナリオのうち3つのシナリオでは、再現期間に相対的により大きな影響があります。
 損害額は、頻度を変化させるシナリオにおいて、最も大きく変化しました。再現期間では、風の強さの増加が保険損害のパターン
や再保険条件の損害制限機能にどのような影響を与えるかを示しています。

シナリオ

Metric 海面 降雨 頻度 極地への移動

Expected loss         -1% -1%         0%  -10%       12.5%  -20%         0% -10%

Short return periods         -1% -1%         5%  -20%         35%  -45%         0%  -20%

Tail         -1% -1%         -1% -1%         -1% -1%         -1% -1%
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2021 取り組み事項

➢ SCOR SEの取締役会に対して気候変動に関する知識シリーズを
提供

➢ 世界中のアンダーライティング部門に対し、より広範なESGトピック
を含むトレーニングを提供

➢ 規制当局からの要請に対応するために世界中のリスクマネジメント
チームを支援

➢ クライアントワークショップ - 詳細を追加
➢ キャンパス/会議
➢ ウェビナー
➢ テクニカル・ニュースレター

▪ 導入と一般的なコンセプト
▪ 干ばつ
▪ 熱帯サイクロン
▪ ヨーロッパの暴風
▪ 洪水
▪ 結論と顧客への提案

社内での能力開発 社外での能力開発


